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彙　　　　報

Ｏ　臨時評議員会　　昭和２４年8月13日（土）東大言語研究室にて

評議員：浅井恵倫，高津春繁，辻直四郎、服部四郎，松本信弘；幹事：大束百合子、小林智賀平，三根谷

徹出席。賢恥 三穀 蔵 出恥

(i)学術会議会員選挙規則に関する８月２７日（土）の公聴会に対する協議。（２）言語研究第16号を故小倉進

平前副会長の追悼号とすることを決定。（３）会費は１３～１５

号で400円とすること。（４）本年度繰越金は会員研究発表会とし11月5日（土）

に開くこと。（５）新村会長より金壱万円也寄付金受領をを承認。

Ｊヽ 第 二 回 会 員 珥 兄 発 駅 会

囲氣］２夲年凵 月ｉＱＥ!（ 土）午接１蒔一巧時

長野県木曽地方におけるサ行音便形とヨに終わる命令形の分布

池　上　二　良　氏

言語のフォークローア　　　　　　　　　　　池田弥三郎　氏

條件反射としての言語が活動　　　　　　　　　大久保忠利　氏

ルッター圸語における否定の特色　　　　　　　愎　昏　篦既

琉球語よリ見たる古代日本語　　　　　　　　宮　良当肚　氏

会e 研瓢希歌会il冊穉卜5 年卜 目２瑁 ＝向か肛阯ぼけ？中睦 に いたが，べｔく教痢晶の

梵行もとまり７し虍 の叭 夲年葭咸渡会lと阿見発表会にか怎一倣会員より楚表布傴と譽った

zj气 応籐かJ 一予倡よりｂ少なかった,' 盒I馭1 司億召栄京杜住鵈に酥らぬl)ぷうにらっ【旡か

,り冖Jあ･うう。 その少盈の恥募右にも会乙耙表の肴会き・ えｇだけ(j)時鈿がなかり にヽ班｀

上記 の五阮Eこお衷 した。

会ほ汞劼より上凧さ,れた氛冊久 こ々助評犖･Qの向奴 〕駻に佃がJ
つ
同評論員の耽錬さ叭 牋

会･ゴ りI順鄙こ虚行Ｌ，簣疑応答も竭跫に ，妙 卵脚 四即固 鈿 の閉会の終に篩った凡 贊

表時期Ｈ 分鄲 翩 碪 １０介と｡,う時飼の制限と劈汞吋ｓ色調和ささl站 う甥力が抖徊 脯

ばこの穫会合の竟,昜き?糞 介lこ琵檬さ吐包ことがで`色ぶう。

・ 会員 消 息ヽ

知里眞忽保氏　「アイヌ語の研究と辞書編纂」で北海道新聞社第才三回文化賞（２４年度)賞

，　　と副賞(5万円）を受けられた。

浅井恵倫氏　学界視察のため渡米(２４年１２月ー２５年4月I)
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・ 会　 費

昭和25年度会費（１６号～１８合誌代を合む）金４００円振替又は小為替にてお送り下さ

い 。
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